
 

 

Ｎｏ.26 
北広島市教育委員会だより 

２０２３年１２月 
「つなぐ」の名称は、教育委員会の様々な取組を
発信することで、家庭・地域と今まで以上に強く

「つながる」ことを願い名付けたものです。 

  

  

 

 
 
2023 年 11 月 12 日（日）、札幌市の北海きたえーるでプロバスケットボールの試合が

「北広島市民応援デー」として開催されました。 
 
これは、北海道を本拠地とするチーム「レバンガ北海道」と北広島市が締結している

連携協定によるものであり、当日は応募者の中から抽選で選ばれた市民約 400 名が無料招
待されたほか、北広島市の PR ブースの出店、マスコットキャラクターまいピーの登場な
どで会場は大いに盛り上がりました。 

また、北広島市内の２つのミニバスケットボール少年団の選手たちへも、レバンガ北
海道から観戦の招待をいただきました。日頃からバスケットボールを楽しんでいる少年団
の皆さんは、プロ選手の迫力あるプレーを間近で観戦したり、会場内の華やかな演出を体

感したことで、今まで以上にバスケットボールが好きになった様子でした。 
さらに少年団の皆さんは、試合終了後、つい数分前まで熱戦が繰り広げられていたコ

ート上に案内され、レバンガ北海道の選手たちとの記念撮影が行われました。コートから

見る観客席の景色は、皆さんの目にどのように映ったでしょうか。 
今回の機会などにより、スポーツを通じて北広島市の子どもたちに夢や希望を与えて

いただいているレバンガ北海道の皆様にあらためて感謝いたします。 

皆さんも、北海道のチーム、レバンガ北海道を今後も応援していきましょう！ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（北広島ミニバスケットボール少年団）      （大曲ミニバスケットボール少年団） 

社会教育課 📞011-372-3311（内線 4845） 

つなぐ 
プロバスケットボール・レバンガ北海道公式戦 

「北広島市民応援デー」が開催されました 



  

 

2023 年 10 月 10 日（火）から 15 日（日）まで、北広島市図書館フィールドネット運営

委員会の主催で「第 44 回読書まつり」が開催されました。 
今年はテーマを「北の大地に生きるいのち」とし、北海道の動物たちを版画で力強く表

現した手島圭三郎さんの版画絵本「しまふくろうのみずうみ」の原画を展示し、じっくり

と作品を見て楽しまれるお客様の姿が多く見られました。 
図書館２階の AV サロンでは、集客型イベントを再開し、ボランティアのみなさんが様々

な工夫を凝らした「おはなしパッチワーク」、村上隆広さんによる北海道の動物たちの生態

についての講演会が行われ、老若男女問わずたくさんのお客様に参加いただくことができ
ました。これからも、「本の楽しさを伝えたい」という思いを大切に、回を重ねていきたい
と考えております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 月 28 日（木）に双葉小学校（５回目）、10 月 27 日（金）に大曲小学校（３回目）、11
月 30 日（木）に大曲東小学校（５回目）で、「きたひろブックキャラバン」が開催されま
した。６年前に、双葉小学校で始まってから（コロナで１回は中止）、現在では、３校で毎

年実施しています。 
学校図書館とは違った本を図書館から、児童書 1,200 冊～1,800 冊を学校の体育館に運

び入れ、表紙が見えるように１冊ずつゴザの上に広げて置き、児童が本の中を見ながら選

び、3冊まで貸出を行いました。 
低学年は素早く本を選び、高学年はじっくり吟味して選んでいる様子でした。全学年に

人気の本は、知識・学習系資料で自分の興味に合わせていろいろな分野の本が借りられま

した。また、低学年は絵本、高学年は物語などもたくさん借りていました。 
借り終えた後は、友達同士で一緒に本を読んで楽しみ、集中して読書をする姿が見られ

ました。最後に、児童から読書が楽しいという感想や、兄弟の事を考えて借りた、など読

書に対して子どもたちの様々な感想がありました。 
楽しみながら読書と向き合う、学校行事として定着してきています。 

 
 
 
 
 
 
 

第 44 回読書まつり開催 

きたひろブックキャラバンの開催 
文化課 📞011-373-7667

文化課 📞011-373-7667



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学校給食センター 📞011-373-2487

令和５年９月４日（月）、市内小学校の給食献立

として、地震等の災害を想定した「防災給食」を

実施しました。 

災害が発生した際には、電気や水道などのライフ

ラインの寸断が想定されます。児童たちは、その

ような状況に置かれた際の食事の取り方について

映像を観ながら学びました。 

今回、３年生以上の児童は、地震によって断水と

なり、手洗いや食器の洗浄が困難となる状況を想定

し、ビニール袋を使って、自分でおにぎりを握る

「セルフおにぎり」を体験しました。児童たちからは

「意外とおにぎりを作るのが難しい。」「水が使え

なくなると、お皿も使えなくなるんだ。」といった

感想が寄せられ、防災を考える機会となりました。

 当日の献立  

・わかめごはん 

・豚 汁 

・冷凍ミカン 

・カ ン パ ン 

・牛 乳 

炊き出しを想定し、ご飯を盛り付ける児童たち 

「セルフおにぎり」を食べる児童たち 

令和５年８月７日（月）、北海道防衛局の「特定

防衛施設周辺整備調整交付金」を活用して、中学校

給食用の「強化磁器製食器」や「保温保冷食缶」

などを更新しました。 

このことにより、食器や食缶の衛生管理が図られ

るとともに、給食の保温性が向上し、温かい料理は

温かく、冷たい料理は冷たいまま生徒たちへ提供

できることになります。 

今後とも安全で安心な学校給食を提供できるよう

取り組んでまいります。 食器や食缶を洗浄している様子 

～ 中学校給食用食器食缶等の更新について ～ 

～ 防災給食の実施について ～ 



 
 
 
 

北広島市教育委員会及び北広島市教育研究会の共催により、日常の授業で
の絵画作品・書写作品を展示して交流することにより、鑑賞力を養うととも
に、学習や創作活動に取り組む意欲を高める機会として、創意工夫展を開催
します。 

北広島市内小中学校に在籍する児童生徒の絵画や書道作品を展示します。 
下記のとおり開催しますので、ぜひこの機会にご来場ください。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

教育支援課 📞011-372-3311（内線 4832） 

 

 

令和５年度「絵画展・書写展」を開催します 

期間 令和６年１月２４日(水)～１月３０日(火) ※月曜日はお休みです。 

時間 ９時００分から２２時００分まで 
（最終日１月３０日(火)は１４時００分まで） 

会場 北広島市図書館北広島市芸術文化ホール ギャラリー 

令和４年度は、市内小中学校から４１０点の作品を展示しました。 

作品は児童生徒の力作です。お手を触れないようお願いいたします。 

※令和 4年度の会場の様子 


